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令和８年（2026 年）10 月 25 日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

�

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
鷹
南
学
園
三
鷹
市
立
中
原
小

学
校
建
替
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
２
件

９
月
30
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

８
月
６
日

【
行
政
報
告
】

▼
ラ
・
カ
ニ
ャ
ー
ダ
・
フ
リ
ン

ト
リ
ッ
ジ
市
の
視
察
報
告
に
つ

い
て

▼
災
害
対
策
用
ト
イ
レ
カ
ー
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

実
施
に
つ
い
て　
　

ほ
か
２
件

９
月
８
日

【
議
案
】

▼
令
和
８
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
三
鷹
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▼
井
の
頭
三
丁
目
道
路
拡
幅
整

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

�

＝
以
上
３
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
ラ
・
カ
ニ
ャ
ー
ダ
・
フ
リ
ン

ト
リ
ッ
ジ
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

（
案
）

▼
備
蓄
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か
４
件

９
月
30
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

一　

般　

会　

計
〔
歳　

入
〕

１　

国
か
ら
の
各
種
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税

の
交
付
・
不
交
付
に
か
か
わ
ら

ず
補
助
す
る
よ
う
国
に
対
し
て

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。
ま

た
、
東
京
都
市
町
村
総
合
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
経
営
努
力
を

し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
東
京
都
に
対

し
て
引
き
続
き
強
く
働
き
か
け

る
こ
と
。

２　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
が
受
け
て
い
る
制
度

上
の
不
利
益
を
見
直
す
よ
う
引

き
続
き
国
に
強
く
働
き
か
け
る

こ
と
。

一　

般　

会　

計
〔
歳　

出
〕

▽
総
務
費

１　

第
５
次
三
鷹
市
基
本
計
画

に
基
づ
く
施
策
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
新
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
三
鷹
駅

南
口
中
央
通
り
東
地
区
再
開
発

事
業
や
市
民
セ
ン
タ
ー
の
再
整

備
、
国
立
天
文
台
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
防
災
の
観

点
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
適
時
適
切
な
市
民
へ
の

　

『
令
和
７
年
度
の
本
市
の
予

算
執
行
は
、
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
883
億
８
千
900
万
円

余
、
前
年
度
比
33
億
３
千
900
万

円
余
、
3.9
％
の
増
、
ま
た
歳
出

決
算
額
は
868
億
５
千
200
万
円

余
、
前
年
度
比
29
億
６
千
900
万

円
余
、
3.5
％
の
増
と
な
り
、
予

算
に
対
す
る
収
入
率
は
93
・
５

％
、
執
行
率
は
91
・
９
％
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
歳
入
歳
出
の
差

引
残
額
は
15
億
３
千
700
万
円
余�

で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
額�

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、�

12
億
７
千
万
円
余
と
な
っ
た
。�

一
方
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た�

歳
入
決
算
額
は
１
千
273
億
９
千�

100
万
円
余
で
、
前
年
度
比
34�

億
２
千
900
万
円
余
、
2.8
％
の�

増
、
歳
出
決
算
額
は
１
千
255
億�

７
千
500
万
円
余
、
前
年
度
比

33
億
１
千
万
円
余
、
2.7
％
の
増

で
あ
り
、
予
算
に
対
す
る
収
入

率
は
94
・
７
％
、
執
行
率
は

93
・
３
％
と
な
る
中
で
の
執
行

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
「
第
５
次
三
鷹
市
基

本
計
画
」
の
２
年
目
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
優
先
課
題
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
後
80
年
と
い
う
歴

史
の
節
目
と
し
て
「
祈
る
平

和
」
と
「
創
る
平
和
」
を
市
民

の
皆
様
と
共
に
進
め
る
年
度
と

し
て
位
置
づ
け
、
長
期
化
す
る

物
価
高
騰
へ
の
機
動
的
な
対
応

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
「
第

５
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」
に
基

づ
く
施
策
の
推
進
、
持
続
可
能

な
自
治
体
経
営
の
推
進
、
の
２

点
を
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
に
据
え
、
戦
後
80
年
平
和

事
業
の
実
施
、
多
様
な
性
の
理

解
と
支
援
の
促
進
に
向
け
た
事

業
の
拡
充
、
牟
礼
の
里
の
緑
と

農
の
空
間
整
備
、
み
た
か
観
光

案
内
所
の
ス
ペ
ー
ス
と
機
能
の

拡
充
、
井
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開

設
、
住
宅
施
策
の
総
合
的
な
推

進
に
向
け
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
、
住
宅
等
防
犯
対
策
費

用
の
助
成
の
拡
充
、
受
援
・
応

援
計
画
の
策
定
、
２
０
５
０
年

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

活
用
の
研
究
、
古
着
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
に
向
け
た
取

組
、
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き

る
ま
ち
三
鷹
条
例
」
の
制
定
に

向
け
た
取
組
、
市
内
病
院
へ
の�

緊
急
支
援
の
実
施
、
「
三
鷹
市�

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条�

例
」
の
制
定
に
向
け
た
取
組
、

学
校
施
設
の
改
修
工
事
等
の
推

進
、
「
三
鷹
ま
る
ご
と
博
物

館
」
事
業
の
推
進
、
大
沢
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
、
住
協
活
動
等
支
援
法
人

（
仮
称
）
の
設
立
及
び
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
取
組
の
支
援
、�

寄
贈
物
件
を
活
用
し
た
「
三
鷹

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
森
の
ア
ト
リ

エ
」
の
開
設
な
ど
、
基
本
構
想

で
掲
げ
る
「
あ
す
へ
の
ま
ち
三

鷹
」
の
実
現
に
向
け
て
、
行
財

政
改
革
な
ど
を
中
心
と
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
決
算

年
度
は
、
市
政
運
営
の
根
幹
と

な
る
市
税
収
入
が
、
前
年
度
を

上
回
り
、
過
去
最
高
の
税
収
額

と
な
っ
た
ほ
か
、
「
第
５
次
三

鷹
市
基
本
計
画
」
の
主
要
な
財�

政
目
標
で
あ
る
「
経
常
収
支
比�

率
」
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
、

「
人
件
費
比
率
」
に
つ
い
て
も

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
当

該
決
算
年
度
11
月
に
発
出
さ
れ

た
「
新
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
に

係
る
施
策
・
事
業
の
緊
急
対
応

方
針
～
令
和
８
年
度
予
算
編
成

及
び
諸
計
画
の
見
直
し
等
に
向

け
て
～
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
後
の
市
政
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
不
明
確

で
あ
り
、
都
市
再
生
の
取
組
に

伴
う
将
来
負
担
な
ど
も
見
据

え
、
引
き
続
き
堅
実
な
財
政
運

営
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。
本
委
員
会
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

令
和
７
年
度
に
お
け
る
予
算
執

行
と
そ
の
行
政
効
果
等
に
つ
い

て
、
鋭
意
審
査
を
進
め
た
結

果
、
本
決
算
議
案
に
つ
い
て
は

い
ず
れ
も
原
案
を
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

令
和
８
年
７
月
～
９
月

令
和
７
年
度
決
算

令
和
７
年
度
決
算

審
査
報
告
の
概
要

審
査
報
告
の
概
要

審
査
報
告
（
要
旨
）

附
　
帯
　
意
　
見

附
　
帯
　
意
　
見

　審査に付された一般会計
をはじめ、各特別会計の歳
入歳出決算書、歳入歳出決
算事項別明細書、実質収支
に関する調書、財産に関す
る調書及び各基金の運用状
況を示す書類、下水道事業

会計の決算書及び決算附属書類は、重要な点において、
法令に適合し、かつ正確であると認められた。
　令和７年度の市税収入及び基金残高は引き続き過去最
高額を更新したが、物価高騰に伴う物件費や人件費の増
大により、行政コストは増加傾向にあり、財政の硬直化
が進んでいることから、効率的かつ効果的な行政運営に
取り組まれたい。「第５次三鷹市基本計画」に掲げる財
政指標の目標達成に努め、「あすへのまち三鷹」の実現
に向けた取組が着実に進展することを期待する。

監 査 委 員 の 意 見

髙谷監査委員
（議会選出）

河並代表
監査委員

情
報
提
供
と
説
明
に
努
め
る
こ

と
。

▽
民
生
費

１　

三
鷹
市
災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の

改
訂
に
伴
う
個
別
避
難
計
画
の

拡
充
に
当
た
っ
て
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
重
度
の
要
介
護
者

及
び
そ
の
家
族
の
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
避

難
所
と
の
連
携
を
強
化
し
、
適

切
な
避
難
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。

２　

介
護
人
材
不
足
の
解
消
に

向
け
、
介
護
人
材
の
確
保
、
定

着
、
育
成
に
な
お
一
層
取
り
組

む
と
と
も
に
、
介
護
事
業
者
へ

の
支
援
を
強
化
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

３　

三
鷹
幼
稚
園
跡
地
利
活
用

施
設
（
仮
称
）
の
整
備
及
び
運

営
に
当
た
っ
て
は
、
不
登
校
の

子
ど
も
や
多
様
な
若
者
の
居
場

所
と
し
て
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
、
居
場
所
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
、
若
者
へ
の

周
知
に
努
め
る
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

部
活
動
の
地
域
連
携
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
型
部

活
動
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
部
活
動
指
導
員

に
つ
い
て
も
、
計
画
ど
お
り
必

要
な
人
材
を
配
置
で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

２　

地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ
事
業

に
つ
い
て
は
、
児
童
が
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
体
験
で
き

る
よ
う
さ
ら
な
る
事
業
の
拡
充

に
取
り
組
む
こ
と
。

【
決
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
加
藤
こ
う
じ
○
大
倉
あ
き
子

　

成
田
ち
ひ
ろ　

太
田
み
つ
こ

　

谷
口　

敏
也　

前
田　

ま
い

�

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

８
月
３
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
立
学
校
の
教
育
職
員

に
関
す
る
業
務
量
管
理
・
健
康

確
保
措
置
実
施
計
画
に
つ
い
て

９
月
10
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
及
び
三
鷹
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

厚
生
委
員
会

８
月
４
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
第
四
期
三
鷹
市
障
が
い
者

（
児
）
計
画
」
の
策
定
に
向
け

た
検
討
状
況
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
高
齢
者
計
画
・
第

十
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の

策
定
に
向
け
た
検
討
状
況
に
つ

い
て

▼
高
齢
者
へ
の
高
用
量
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

化
の
見
送
り
に
つ
い
て

�

ほ
か
１
件

９
月
９
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
条
例

▼
三
鷹
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▼
三
鷹
市
立
母
子
生
活
支
援
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　

＝
以
上
４
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん

ぐ
り
山
の
施
行
状
況
及
び
見
直

し
に
つ
い
て

９
月
30
日

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

８
月
７
日

▼
管
外
視
察
に
つ
い
て

９
月
11
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
中
央
防
災
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

�

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
旧
三
鷹
市
三
立
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
用
地
他
購
入
事
業
者
選

定
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

結
果
に
つ
い
て

▼
家
庭
用
廃
食
用
油
の
回
収
事

業
の
開
始
に
つ
い
て

▼
井
口
一
丁
目
８
番
用
地
へ
の

医
療
機
関
誘
致
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

９
月
30
日

▼
ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
審

査
報
告
書
の
確
認
に
つ
い
て

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

対
策
特
別
委
員
会

９
月
18
日

【
行
政
報
告
】

▼
外
環
事
業
に
係
る
取
組
み
状

況
に
つ
い
て

調
布
飛
行
場
安
全
利
用
及
び
国
立
天
文
台

調
布
飛
行
場
安
全
利
用
及
び
国
立
天
文
台

周
辺
地
域
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

周
辺
地
域
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

三
鷹
駅
前
再
開
発
及
び
市
庁
舎

三
鷹
駅
前
再
開
発
及
び
市
庁
舎
等等

調
査
検
討
特
別
委
員
会

調
査
検
討
特
別
委
員
会

９
月
18
日

【
行
政
報
告
】

▼
調
布
基
地
跡
地
関
連
事
業
推

進
協
議
会
関
係
課
長
会
の
開
催

結
果
概
要
に
つ
い
て

▼
国
立
天
文
台
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

９
月
24
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
駅
前
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
係
る
推
進
状
況
に
つ
い
て


